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「豊橋市の環境に関するアンケート」調査結果について 

１ 調査概要 
 ○調査対象数（郵送数）  1,500件 
 ○回収数          599件 
 ○回収率          39.9％ 

２ 調査結果 
 （１）回答者の基本的事項 
   ①回答者の性別              ②回答者の年齢 

   ③回答者の家族構成 

   ④回答者の居住形態 

76%
6%
13%
3%
2%1%1%
１持ち家（戸建て）２持ち家（マンション等）
３賃貸住宅（アパート・マンション等）４賃貸住宅（戸建て）
５社宅・寮６その他
無回答・無効合計
資料１ 
6%
11%
14%
15%
22%
32%
0%
１２０歳代
２３０歳代
３４０歳代
４５０歳代
５６０歳代
６７０歳代以上
無回答・無効
38%
60%
2%
１男
２女
無回答・無効
合計
29%
36%
5%
10%
10%
10%1%
１夫婦のみの世帯２夫婦と子の世帯
３夫婦と親の世帯４三世代以上（親・子・孫）世帯
５単身世帯６その他
無回答・無効合計
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 （２）ごみ処理に関する質問 
   問１ ごみ問題のなかで関心のあることについて【あてはまるもの全て】 

「4.ごみ出しのマナーについて」と答えた人が５割超と多く、ごみステーション等の身近な
場面で発生する問題に関心を持つ人が多い。続いて、「2.まだ使えそうなものでも簡単に捨て
られていること」や「3.資源となるものの分別やリサイクル方法について」が多く、リサイ
クルやリデュースに対する意識が高いことがうかがわれる。また、最近話題となっている使
い捨てプラスチック問題に対する関心も高くなっている。 

   問２ 日頃のごみとの関わりについて【あてはまるもの１つ】 

   「3.多少リサイクルを意識している」と「4.いつもリサイクルを実行している」を合
わせると、８割超の人がゴミ減量やリサイクルに前向きであるといえる。一方で、約
７割の人が意識が高いとまではいえず、更なる意識向上と行動へ導く働きかけが必要
である。 

34.7 
42.4 
41.9 
53.9 
18.4 
36.4 
29.5 
40.2 
1.8 
2.0 
0%10%20%30%40%50%60%
１ごみが減らないこと
２まだ使えそうなものでも簡単に捨てられていること
３資源になるものの分別やリサイクル方法について
４ごみの出し方のマナーについて
５ごみ処理施設や埋立処分場について
６不法投棄問題
７地球温暖化などの地球規模の問題
８使い捨てプラスチックによる問題
９その他
無回答
0%
11%
59%
28%
3%
１ごみのことは考えずに、生活している
２ごみの問題は深刻だと思いながらも、特に配慮はせずに生活している
３多少意識して、ごみを少なくする配慮やリサイクルを心掛けている
４いつも、ごみを少なくする工夫とリサイクルを実行している
未記入
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   問３ ごみ減量とリサイクルに対し行っている取組について【あてはまるもの全て】 

 「4.生ごみをもやすごみと分けている」、「8.古紙は地域資源回収などに出してリサイクル
している」と答えた人が約８割あり、生ごみや古紙の分別が着実に行われていることが
うかがえる。また「1.マイバックを持参する」が約８割と高い水準で推移しており、マ
イバックの利用が定着していることがうかがえる。 

   問４ ごみ減量への取組は十分か【あてはまるもの１つ】 

   「1.十分である」「2.適当である」と答えた人が６割を超えている。本市のごみ減量策
やリサイクル策に満足している人が多いことがうかがえる。しかし、約３割の人が不
足していると感じており、さらなる取組が必要だといえる。 

78.6 
20.7 
31.4 
81.3 
33.2 
28.9 
40.1 
76.6 
1.7 
0.8 
0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%
１マイバックを持参するなど余分な包装を断っている
２使い捨て商品は買わない
３料理などで極力ごみが出ないようにしている
４生ごみをもやすごみと分けている
５修理可能な耐久消費財はできるだけ修理
してものを大切にしている
６不用品は人に譲ったりバザーに出したりしている
７トレーや牛乳パックなどは販売店の回収容
器に入れている
８古紙は地域資源回収などに出してリサイクルしている
９その他
無回答
8%
53%
32%
5%
3%
１十分である
２適当である
３やや不足している
４不足している
未記入
合計
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   問４で「やや不足している」、「不足している」を選んだ人 
どんな取組の充実が必要か【主なもの３つ】  

   「1.ごみの分別方法を周知徹底する」と答えた人が約５割と最も多い。また「3.古紙
などの資源回収を増やす」と答えた人が次いで多く、古紙排出先の確保を進めている
が、十分とは言えないと感じていることがうかがわれる。 

   問５ 雑がみの認知度について【あてはまるもの１つ】 

   約８割の人が「雑がみ」を認知しており、ここ数年の市民への周知啓発活動に対する
一定の成果が見られた。一方で、雑がみを古紙として分別していない人が約４割を占
めており、分別していない人への働きかけが必要である。 

49.5 
2.8 
46.8 
31.7 
23.9 
33.0 
16.1 
24.8 
4.6 
4.1 
27.5 
4.1 
2.8 
0%10%20%30%40%50%60%
１ごみの分別方法を周知徹底する
２ごみの分別を更に細かくする
３古紙などの資源回収（集団回収、リサ
イクルステーションなど）を増やす
４食品ロスの啓発をする
５マイバックの利用を呼びかける
６幼児や小中学生への環境教育を進める
７簡易包装を販売店などに要望する
８家具などのリサイクル品としての販売やフ
リーマーケットなどの機会の提供をする
９指定ごみ袋で出すごみの種類を増やす
10家庭ごみを有料化する
11外国人に向けたごみ分別の啓発を行う
12その他
無回答
53%
25%
20%
2%
１知っていて分別している（資源として出している）
２知っているが分別していない（もやすごみに出している）
３知らない
未記入
合計
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   問６ 古紙の処分の仕方について【主なもの２つ】 

「1.地域資源回収に出している」と答えた人が圧倒的に多く、地域資源回収が市民に根付い
ていることがうかがわれる。 

   問６で「もやすごみ」として出しているを選んだ人 
どうすれば古紙を資源として分別できるか【主なもの２つ】 

   資源である古紙をもやすごみとして出している人の中で、約７割の人がステーション
収集（行政回収）を望んでおり、検討が必要である。また、約４割の人が何が古紙かが
分かれば分別すると答えており、古紙の分別に関する周知啓発を推進する必要がある。 

67.3 
36.9 
1.7 
10.7 
30.7 
8.2 
4.2 
2.2 
0.5 
0%10%20%30%40%50%60%70%80%
１地域資源回収に出している
２リサイクルステーションに出している
３環境センターに出している
４古紙リサイクルヤードに出している
５ホームセンターなどに置いてあるコンテナ
や新聞店の自主回収に出している
６「もやすごみ」として出している
７日常生活で古紙はあまり出ない
８その他
無回答
44.9 
71.4 
16.3 
16.3 
2.0 
4.1 
2.0 
0%10%20%30%40%50%60%70%80%
１どのようなものが古紙としてリサイクル
出来るかがわかれば分別する
２ごみステーションで定期的に収集して
くれれば分別する
３自転車で行ける範囲に古紙を出す
場所があれば分別する
４距離に関係なく、出せる場所や日時が
分かれば分別する
５古紙を分別するつもりは無い
６その他
無回答
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   問７ 古紙の収集方法について【あてはまるもの全て】 

「1.今のままでよい」と答えた人が約４割を占める一方、「5.地域資源回収とあわせてごみス
テーションでの定期的な収集を行ってほしい」と答えた人も３割を超えており、検討が必要
である。 

   問８ 家庭ごみの有料化について【あてはまるもの１つ】 

   「3.どちらかというと反対」「4.反対」と答えた人が合わせて約８割と大半を占め、多
くの市民が家庭ごみの有料化には否定的な考えを持っていることがうかがえる。 

44.9 
19.4 
29.9 
15.0 
32.9 
8.7 
1.0 
1.5 
1.3 
0%10%20%30%40%50%
１今のままでよい
２地域資源回収の頻度を増やしてほしい
３リサイクルステーションなどの
回収拠点を増やしてほしい
４ホームセンターや新聞店などの業者の
自主回収をもっと行ってほしい
５地域資源回収とあわせて、ごみステーション
での定期的な収集を行ってほしい
６地域資源回収を廃止し、ごみステーション
での定期的な収集を行ってほしい
７古紙の収集について考えたことはない
８その他
無回答
5%
17%
43%
34%
1%
１賛成
２どちらかというと賛成
３どちらかというと反対
４反対
未記入
合計
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問８で「賛成」、「どちらかというと賛成」を選んだ人 
そう思うのはどうしてか【主なもの２つ】 

家庭ごみの有料化について賛成の意向を示した約２割の人のうち、「2.ごみの減量・リ
サイクルに効果がある」と答えた人が約７割にのぼる。 

問８で「どちらかというと反対」、「反対」を選んだ人 
そう思うのはどうしてか【主なもの２つ】 

反対する理由として「5.不法投棄につながる恐れがある」と答えた人が約６割と多く、
環境の悪化を不安視していると考えられる。また、「2.経済的な負担が増えるため」が
次いで多く、経済的な負担が増えることを不安視していることがうかがわれる。 

31.5 
76.2 
31.5 
6.2 
3.1 
0%10%20%30%40%50%60%70%80%
１ごみ処理費用はごみを排出する人が負担すべき
２ごみの減量や分別・リサイクルを進めるための努力
が進み、ごみの減量・リサイクルに効果があると思う
３ごみを減らす努力をしている人と、していない人との
不公平感がなくなる
４その他
無回答
24.6 
49.9 
21.4 
11.9 
57.9 
5.0 
5.4 
0%10%20%30%40%50%60%70%
１ごみ処理費用は税金で全部まかなうべきと思う
２経済的な負担が増えるため
３ごみの減量には分別の徹底や普及啓発などの
有料化以外の手法をまず行うべき
４有料化によるごみの減量は一時的で、
あまり効果はないと思う
５ごみの不法投棄につながる恐れがある
６その他
無回答
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   問９ ごみ分別ルールの入手方法について【あてはまるもの３つ】 

大多数の人が「4.クリーンカレンダー」と答えており、その他ガイドブックや広報誌、回覧
チラシ等の紙媒体での情報収集が多くを占めている。一方で「6.さんあ～る」などの電子媒
体は１割以下にとどまり、未だに紙媒体での情報提供の有効性がうかがわれる。 

   問10 今後必要だと思う情報について【主なもの２つ】 

   「1.古紙などの資源を出せる場所や地域資源回収に日程などに関する情報」と答えた
人が最も多く、約半数を占め、古紙のリサイクルに関する関心の高さがうかがわれる。 

14.4 
6.8 
49.4 
86.8 
51.1 
3.2 
4.3 
7.7 
18.5 
1.0 
0.7 
0%20%40%60%80%100%
１家族
２近所の人、知人
３広報とよはし
４クリーンカレンダー
５家庭ごみガイドブック
６さんあ～る（ごみ分別促進アプリ）
７ごみカレ（ごみ収集日お知らせメールサービス）
８豊橋市のホームページ
９回覧チラシ
10その他
無回答
50.8 
42.2 
27.0 
6.0 
7.7 
30.4 
2.7 
10.2 
1.3 
2.2 
0%10%20%30%40%50%60%
１古紙などの資源を出せる場所や地域
資源回収の日程などに関する情報
２家庭での不用品などを引き取ってもらえる
リサイクルショップなどに関する情報
３家庭でできるごみ減量の工夫に関する情報
４環境にやさしい商品（エコ商品）に関する情報
５フリーマーケットなどのイベントに関する情報
６ごみの分別や持ち出しに関する情報
７ごみに関する講習会や施設見学会などの情報
８市のごみ収集量の移り変わりなど、
ごみ処理の現状に関する情報
９その他
無回答
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問11 ごみステーションでのごみ収集について【あてはまるもの全て】 

   「1.今のままでよい」と答えた人が最も多く、約６割と高くなっている。一方で、「6.
ごみステーションで古紙を回収してほしい」と答えた人が約３割を占め、一定数の人
が古紙のステーション収集を望んでいることがうかがわれる。 

問12 ごみステーションの不適切な利用について【あてはまるもの１つ】 

   「1.取り締まりや規制が必要」「2.規制等は不要だが、啓発は必要」と答えた人が合わ
せて約８割と大半を占め、多くの市民が不適切な利用について、関心を持ちつつ改善
を求めていることがうかがわれる。 

59.9 
10.2 
0.2 
4.5 
18.7 
28.7 
4.5 
11.7 
28.4 
0.7 
6.8 
4.8 
1.8 
0%10%20%30%40%50%60%70%
1今のままでよい
２ごみステーションを増やしてほしい
３ごみステーションを減らしてほしい
４各家庭ごとの戸別のごみ収集を行ってほしい
５ごみステーション以外にも持ち込める
場所の充実をしてほしい
６ごみステーションで資源となる古紙を
回収してほしい
７ごみの持ち出しマナー徹底のために、
立ち番等を強化してほしい
８資源となるごみの持ち去り対策を
強化してほしい
９ネコやカラスによる被害について
対策を強化してほしい
10ごみステーションについて考えたことはない
11ごみステーションへの事業系ごみの
持ち出し禁止を徹底してほしい
12その他
無回答
44%
33%
17%
3%
4%
１取り締まりや規制が必要
２規制等は不要だが、啓発は必要
３知らなかった
４関心がない
無回答
合計
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問13 ごみの収集回数について【すべての項目であてはまるもの1つずつ】 

   「10」古紙（地域資源回収）」について、約３割の人が収集回数を増やしてほしいと答
えており、古紙の資源化に対する意識の高さがうかがわれる。 

（３）自由意見【主なもの】 
  ○古紙のステーション収集（行政回収）をしてほしい。 
  ○外国人へのごみ分別、ゴミ出しマナーの周知啓発を行ってほしい。 
  ○ごみステーションでのカラス対策を強化してほしい。 
  ○ごみステーションからの資源物の持ち去りへの対策をしてほしい。 
  ○高齢者にとってはごみ分別がわかりづらく大変。 
8
11
5
23
12
16
29
30
27
29
91
88
82
74
81
81
69
67
71
70
1
1
13
3
7
4
2
3
3
1
0%20%40%60%80%100%
１）もやすごみ（週２回）
２）生ごみ（週２回）
３）びん・カン（週１回）
４）プラマークごみ（週１回）
５）ペットボトル（週１回）
６）危険ごみ（４週に１回）
７）こわすごみ（４週に１回）
８）布類（８週に１回）
９）うめるごみ（８週に１回）
10）古紙（地域資源回収）
１．少ない（増やしてほしい）２．ちょうどよい３．多い（減らしてもよい）


